
訪問介護自費サービス 契約書 

（甲）利用者  

（乙）事業者  

（契約の目的）  

第 1 条（１）乙は、この契約書に従い、訪問介護自費サービスを提供します。  

（２）甲は、乙から訪問介護自費サービスの提供を受けたときは、乙に対し利用料

を支払います。  

 

（契約期間）  

第 2 条（１）この契約は、令和   年   月   日からとします。  

（２）乙は甲から解除の意思が表示された場合は、契約を解除し必要な措置を取り

ます。 

 

（サービスの内容・利用料・支払）  

第 3 条 下記の表に沿って料金を設定します。  

サービスの種類  内容 料金 

介護支援（身体サービス）  
身体介護全般  

その他（        ） 
750 円／15 分 

家事援助（生活サービス）  
家事援助全般  

その他（        ） 
500 円／15 分 

１．交通費は、【      円】とします。 

２．上記の利用料は、基本時間帯（ 8：00～18：00）の利用料です。 

３．有料駐車場を必要とする場合には、駐車料金の負担をお願いします。  

４．サービス提供時間が 3 時間を超える場合や、通常食事をする時間帯においては、

甲の配慮の範囲で休憩をいただきます。  

 

（最小のサービス提供時間）  

第 4 条 サービス提供の範囲は、最小のサービス単位を（ 30 分）とします。  

 

（利用料金のお支払い） 

第 5 条（１）事業者は、利用月ごとに利用料等を計算し、請求書に合計額と明細を付して、

利用月の翌月 15 日までに利用者に請求します。  

   （２）利用者は、1 か月の利用料などの合計額を利用月の翌月末日までに事業者に

支払います。  

   （３）事業者は、利用者から料金の支払いを受けた時は、利用者に対し領収書を発

行します。  

 

（利用料金の滞納）  

第 6 条（１）甲が、正当な理由なく乙に支払うべき利用料を 2 か月以上滞納した場合は、

乙は、甲に対して 1 か月以上の期間を定め支払の催告をし、期間内に滞納額全

額の支払いがない時は、この契約を解除する旨の催告をすることができます。 

（２）乙は前項の催告をした場合は、必要な措置を講じた上で、甲が滞納額の支払

いをしなかったときは、文書をもってこの契約を解除することができます。  

 

 

 

 



（サービスの取消）  

第 7 条（１）甲がサービスの利用を中止する際は、速やかに乙に連絡をします。  

           電話番号（ 0289-63-6023） 

   （２）甲の都合でサービスを中止する場合には、サービス利用の前日までに乙に連

絡をします。当日の取り消しは、下記の取消料を申し受けることになります。

（ただし、甲の容態の急変など緊急やむを得ない事情がある場合はこの限りで

はありません。）  

連絡時間  取消料  

サービス利用日の前日まで  無料 

サービス利用日の当日 利用料の 100％ 

 

（サービス内容の変更） 

第 8 条（１）甲がサービス内容や時間を変更するときは、7 日前までに乙に連絡をします。 

（２）甲が行う変更などの連絡は、基本的に訪問担当者ではなく、乙のサービス提

供責任者にします。  

 

（甲の解約権）  

第 9 条 甲は、乙に対して、いつでもこの契約の解除を申し入れることができます。この  

場合は、7 日以上の予告をもって届けるものとし、予告期間満了日をもって契約は  

解除されます。  

 

（甲の解除権）  

第 10 条 甲は、以下の場合には、直ちにこの契約を解除できます。  

①乙が正当な理由なく、本契約に定めるサービスを提供せず、甲の請求にもかか

わらず、これを提供しない場合。  

②乙が第 14 条に定める守秘義務に違反したとき。  

③乙が、甲の身体・財産・名誉を傷つけ、又は著しい不信行為を行うなど、本契

約を継続しがたい重大な事由が認められるとき。  

 

（乙の解除権）  

第 11 条 乙は、甲が故意に法令違反その他著しく常識を逸脱した行為をなし、乙の再三の

申し入れにもかかわらず、改善の見込みがなく、本契約を継続しがたい場合、文書

により 2 週間以上の予告期間をもって、本契約を解除します。  

 

（契約の終了）  

第 12 条 以下のいずれかに該当する場合には、本契約は終了します。  

    ①第 9 条に基づき、甲からの解除の意思表示がなされ予告期間が満了したとき。  

    ②第 10 条に基づき、甲からの契約の解除の意思表示がなされたとき。  

    ③第 11 条に基づき、乙からの解除の意思表示がなされ予告期間が満了したとき。  

    ④甲が死亡したとき。  

 

（損害賠償）  

第 13 条（１）乙は、甲に対するサービスの提供にあたって、甲または甲のご家族に何らか

の損害を与えた場合は、速やかに甲または甲のご家族に対して損害を賠償しま

す。ただし、乙に故意または過失がない場合はこの限りではありません。  

（２）前項の場合、甲または甲のご家族に重大な過失がある場合は、損害額は甲

及び乙の協議で決めます。  



（個人情報の保護）  

第 14 条（１）乙は、利用者などの個人情報を適切に取り扱うことは、介護サービスに係る

者の重大な責務と考え、乙が保有する利用者等の個人情報に関し適正かつ適切

な取り扱いを務めるとともに、広く社会からの信頼を得るために、自主的なル

ール及び体制を確立し、個人情報に関連する法令その他関係法令及び厚生労働

省のガイドラインを遵守します。  

①乙及び乙の従業員は、正当な理由なく乙の業務上知りえた甲及び甲のご家

族の秘密を洩らしません。  

②乙及び乙の従業員であった者は、退職後も正当な理由なくその業務上知り

えた甲及び甲のご家族の秘密を洩らしません。  

③乙は甲の医療上緊急の必要がある場合又は、サービス担当者会議などで必

要がある場合に限り、あらかじめ甲もしくは甲のご家族からの文書による

同意を得た上で必要な範囲内で甲または甲のご家族の個人情報を用いま

す。 

（２）甲が委託する医療・介護関係事業者は、業務の委託にあたり、個人情報保

護法と厚生労働省ガイドラインの趣旨を理解し、それに沿った対応を行う事

業者を選定し、かつ個人情報にかかる契約を締結した上で情報提供し、委託

先への適切な監督をします。  

 

（契約条項の変更）  

第 15 条 本契約条項の変更については、甲及び乙の協議により定めることとします。  

 

（連帯保証人）  

第 16 条 連帯保証人は、本契約第 5 条に定める支払義務について、連帯してその責任を

負うものとします。  

 

（裁判管轄）  

第 17 条 甲と乙は、本契約に関してやむを得ず訴訟になる場合は、甲の住所地を管轄する

裁判所を第一審管轄裁判所とすることを予め合意します。  

 

（契約外条項）  

第 18 条 本契約に定めのない事項については、甲及び乙の協議により定めます。  

 

本契約を証するため、甲乙は署名、捺印の上本契約書を 2 通作成し、各 1 通保有するも

のとします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  令和   年   月   日 

 

（甲）私は、この契約に基づく訪問介護自費サービスの利用を申し込みます。  

サ
ー
ビ
ス
利
用
者 

住所 

連
帯
保
証
人 

住所 

お名前 

                  

㊞ 

お名前 

                 

㊞ 

電話 電話 

 

（乙）訪問介護自費サービスの事業者として、甲の申し込みを受託し、この契約書に定め

る各種サービスを、誠意をもって行います。  

事 

業 

者 

住所 鹿沼市茂呂 1858-147 

事業者名  ヘルパーステーションたけむらクローバー館  

管理者   山中 敦子 ㊞ 

 


